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1．は じめ に

　 口本 は 地 震 が 発 生す る頻度が高 く、 各 地城で 大災害に
見 舞 わ れ る 可 能性 が 高い 。特 に東京特別 区 の よ うな産
業 ・人 ロ が 過 密 して い る都市城にお い て 、 ひ とたび 大震
災が 発生 すれば大混乱 やパ ニ ッ クが 生 じる の で はない か
と危惧され る た め、この 混乱をい かに抽えるか が大きな
課題 となっ て い る。 その た めに は一人一

人 の 住民 ・市民
が 円滑な消 火 活動や救助活動 、 避難行動を主体的に行 な
える体制が 必要 で あ る。 ま た詳細で 整然 と した街中の 防
災情報が一

人
一
人 の 住民のみならず 、 多くの 人々 に伝 え

られ 、 認知 され て い るこ とが不 可欠で ある 。

　そ こで 地 震災害 を軽 減 す るべ く 、 各地区で 災害 に強 い

住民育成の 支援の 対策 として 、 行政が住民向けに 発 行 し
て い る 防災マ ッ プ ωが あ る 。 東京特別 区の 各区で も名称
や形 態が違 っ て はい るが、防災マ ッ プ が発 行 され て い る 。

　災害発生 時 における過密市街地の群集行動や 、 居 住区
域レベ ル で の避難行動や避難時聞に関する 既往 の 研究は
枚挙 に少 な くない

。 ま た小村 ほか （199S） 1⊃
に み られ る

よ うな 、 大 きな地図を活 用 して の 災害 図 上 訓練 DIG
〔Di・aster 　lm・ginati・n ・Gan・） の 手瀞 開発 されっ つ

ある が、住民が活用 する 防災マ ッ プ に関 しての研究は こ
れ ま で ほ と ん ど されて こ なか o た 。 そ の 要 因 は 小 山
（1998 ）

2，
が 指摘 するよ うに 、 地図学を学問分野 に収 め

る地理学か らの ア プ ロ ーチ が 自然地理分野に 偏 り、 地図
にお いて も活断層 図や河川氾濫予測図、火 山 災害予測図

な どの 自然災害の 様相を示 す ハ ザ ー ドマ ッ プ の 作成 に傾
斜 して きた 。 そ の た め住民の 生活 レベ ル の 人 的被寄対 策
に結び っ い た 防災マ ッ プ づ くりに は 向 か わず 、 住民向け
の 防災マ ッ プへの 取 り組み も研究サイ ドよ りも行政の 現
場 に任され て し ま っ て き た とい う経緯が ある。

　近年は兵庫県 神戸市をは じめ、防災まちづ くりの
一

環
として 住民が 自らま ちの 防災資源や危険状況に関する マ

ッ プづ くりを行なうなどの新 しい 動き が あ る ． しか し特
に避 難 な ど、行政対策との 関連 か ら行 政が 発行する防災
マ ッ プ につ い て の 重要性は高い 。 そ こ で 本研 究 は、帰宅
困難者も多く発 生 し混乱 の 危険性 が高く、また多くの 人
が居住する東京特別区を対象地 域 として 、 各区が発行 し
て い る住民向けの防災マ ッ プの分析を試 み、都市域の 災
害樺相 と住民の 童見を踏ま え た 新 しい 防災マ ッ プ の 構築
を 目的 とする 。

　ま た研 究 の 方 法として は 、 東京特別 区 の各区が発行し
てい る防災マ ッ プ と各区へ の ア ン ケー

ト調 査 ・聞き取 り
調査 を基礎 と して 、 既往の 報告書な どを参考 に分析 し、
各 区 の 取 り組み につ い て 検討 す る ． ま た住民 へ の ア ン ケート調査か ら住民の 防災マ ッ プ に 対す る評価や意見につ

いて の 分析を行なう。 そ し て行 政 と住民 の 両者の意見 と
踝題を踏まえて、大都市域に おける防災マ ッ プ の 提案 を
策京特別区域を事例地域として 行なう。
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2．東亰特割区における防災マ ッ プの 取 り組み

　研究対象の防災マ ッ プ として 、 平成 12年 9 月時点で

東京特別区の各区防災主管課ぶ発行してい る最新 の防災
マ ッ プ を選択した e ま た こ の 検討に先立ち、 各区防災主

管課を対象に事前にア ン ケ
ー

ト票を郵送し、回収時に 面
接調査を同時に実施した 。 回収率は leo％ （お 区t全 23
区）で あ う た（表 1）n

は最も多 い 区で 36種、 最も少ない 区 で 4 種 とぱらつ き
が あ る。そ こ で 1 つ の 紀 号 で 複数 の 施 設を表 して い る も
のや、 同 じ もの を複数の 紀号で表 して い る と判断で きる

もの を整理 し、 12種に分類して分析をした（図 2L

1

表1　東京特別区 における調国i概要

（1）防災マ ッ プの 示す範囲

　各区の 防災マ ッ プ は各区ごとの 境界隷をもっ て情報が
断たれ て い る。そ の ため隣綾区が 表示 され て い る場 合 で

も自地図で あ る。 防災マ ッ プの 示す範囲は行政区境瀞 大

きく影饗を して い る 。

（2） 防災 マ ッ プの 紙面の 大きさ

　紙面の 大きさは、防災マ ヅ プ に 対 す る予算に 大きく影

響され る 。 そして 紙 面の 穴 きさ は縮尺 に影響 を及 ぼ し 、

面積が大きな区 ほ ど縮尺が 小さな、面租が 小 さ な 区ほ ど

縮尺が大きな防災マ ヅ プとなる。 さらに縮 尺 が 小 さい ほ

ど凡 例数 が少なく、 縮尺 が大きい ほ ど凡働数 が多い こ と

か ら、面積が大きな区ほ ど防災マ ッ プか ら得られ る情報
は多くなり、 内容の 格差に 通ずる（図 1）。　

’

　図1 防災マ ッ プの大きさと縮尺 s 区の 面積の圏係図
註）1．防災マ ッ プ に縮尺ぷ記入 され てい るもの で、

区内を分割 して い な い もの の みを選択 （分割の 駘 、 各
防災マ ッ プの縮尺が 異なるため》

　 2．　 「大 き さ」 は 紙 面 の 大 き さを表わ し、単位 は

（1．0｝→ A1以上 、 （2．　0）→ M 以上、（3．0）→ 《3以 上を示す

　 3．　「縮 尺 亅 は防災マ ッ プの縮尺を表わ し、 単位は

（20，000）→ 1／20，000、 （10，000）→ 1／10， 000を添 す

　　4．　 「区の 面積 亅 の単位は 依   ）で ある

（3〕 防災マ ツ プの 内容

　防災マ ッ プ に書き加 えられて い る マ ッ プ記号の 凡例数
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　避難 に は特別 区 に 対 して東京都が指定して い る 「広域
避難場所」に関するもの と、

「避難所 」など災害後の 被災

者収容に 関する もの とが あ る。こ れ ら両方を組 み合わせ

た避難関係 に つ い て は全区で採用 して い るこ とが分 か る 。

続 い て公 共機関 （役所
・警察・消防） ・医療機 関 （病院・

保億所など）が多く、 災害発生時に中心的な役割を果た

す機関や負傷者対策 とな る施設 が優先して 記載されて い

る。 また 消火用器材設置箇所。救助用器材設置箇所 は そ

れ ぞれ約半数が記載 されて い るが 、 トイ レ・公衆浴場、
災害用公衆電話など とい っ た衛生関係や情報連絡 手段 な

どの 記載はほ とんどされて い ない こ とが分 か る。

　これ を防災マ ッ プ の 緒尺 と地較を した（図 3N なお縮

尺が記載 されて い な い もの や、 区内を分割した防災マ ッ

プ の 縮尺 が 各 々 に異 な る もの な どを 除外 した の で 、 15区
で分析を行なっ た 。 また縮尺を 3段階に分け、大縮尺 な

防 災 マ ッ プ か ら 1 （1／7，
000−1r8500） ・ 1

（lno．000・−ln2 ，
700 ）

・皿 （1’14，000陶lno，eOO ）と 5 区ずつ に
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　縮尺度が 1の場合、 救助用器材設置箇所や救助器材設

置箇所は 必ず採用されて い る。 E は 1 と採用 した記号の

種類に おい て違 い はみられな い が 、 ［の採用数 は 1 の 採

用数よりも約1 割強ほ ど少なく、 救助用器材設置箇所や

救助器材設置箇所が 記載され て い ない 場合が 出て くる。

皿 は救助用器材設置箇所 の 記載は なくな り避難闃係が 強

調され た もの となっ てい る。 ま た 皿 の 採用数 は 1の 操用

数よ り約 4 割減、ロ よ り 3割減 の 採用 数 で あ る こ とが 分

か る 。 この こ とか ら耨 尺 の違 い が 凡例の 内容を規定 して

お り、大縮尺な防災マ ッ プほ ど情報 量 が 多 く救 助器材殴

置箇所などの 「自守」
CVが 表現で き、ノIN縮尺な防災マ ッ プ

ほ ど情報量に 乏 しく 「避難」に 特化 した もの にな る こ とが

分 か る。

く4） 記 号の 形

　大きくは国土地理院発行の 地形図に活用されて い る よ

うな 記号（以下、簡略記暑）と絵で表現するビ ク トグラム

（以 下、絵記号X 文字を活用 した 記 号（以 下 、 文 字記号）
に 分類 で き る。 その うち公 共機関や学校 などの 記号 と し

て 20 区で 簡略記号を用い て い る。と こ ろが こ の 簡略記

号は各区 で微妙に異なっ て お り、 また国土地理院が 発 行

して い る地形図に用い られ て い る地形図図式に基づ く紀
号 とも異な っ て い る。そして特別 な意味や意職をもっ て

記 号の 形を決め て い る区はほ とんどない こ とも 、 本研究
の 各区へ の 聞き取り囲査 か らも実 証 され 鶴 つ ま り各々

の 防災マ ッ プの紀号が 「横並び的になんとな く」決 め られ

て い るの が現状 で ある。ま た横並び 的 に なるの は、防災
マ ッ プ作成を委駈 され た コ ン サル クン トなどの提案に よ

るためで あり、 同一業者がい くつ かの 区で 同じ記号を提
案し、これ を各区が採用した結果で も ある （図 4） 。

警察署の例
　 　 　 　 　 　 ．

  轟 図       図

消防署の例

  為          
　 　 　 　 　 　 　 ．

圏 4 各 区で 墨なる記号の 形の 例

（5）配布失・掲 示

a）配布先

　配 布先と して は 23区中 19区で 世帯主（各家庭）に配布
が され て い る が 、 続い て警察 ・消防とい っ た公共機関に

は 13 区、町 内会・
転入者、電気・ガス 会祉 とい っ た 公 益

機関、郵便局 に は 9区で配布が され て い る。そ の 一方 、

事欒者や 企業、避難所と なる学校、避 難 場所管理者 に は

ほ とん ど配布されて なく、 区外か らの 通勤者・通学者に

は全く配布がされて い ない 〔図 5）。なお、防災 主管課

窓口 に取 りに行 けば誰で も防災マ ッ プは提供 して もらえ

る。
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図5　防災マ ツ ブの配布先

　また公 共機関や公 益機関が防災マ ッ プの作成 に 関与 し

て い る区はなく、防災主管踝 が 区 民向けに 作成 し た もの

を配布して い る。 そ して 例えば警察の場合 、 当該区か ら
全交番分の 部数を配 布 して い る 場合 は稀 で あり、 参考程

度に数部渡して い る の Pt現状で あ る。

b》掲示

　防災マ ッ プそ の もの を掲示 して い る 区は ない が、街 頭

消火器 の設置ボ ッ クス の 上面を利用 して 対象地域の 避難

場所を指 し示す 簡易 的な 防 災マ ッ プ を描載 して い る区 が

3 区 あ るe ま た町会や区が 股置 して い る揚示 板の
一

部を

活用 して、文字 に よっ て 避難場所 な どの 方向を指 し示 し

て い る区が 4 区ある。 そ の
一

方、 駅前や交番付近 に設置

して い る住居案内板な どに は、例えば避難場所 に 指定 さ

れて い る公園が記載され て い た と して も、避難場所 を示

す営粟や表示をして い る もの は少 ない ． さらに 避難場所

と衷示 が あ っ た と して も防 災主 管課 の 防災マ ッ プ の マ ッ

プ記号と異な っ て い たり、 避難場所 と避難所などの表記

を混同 して い る場合 が 多い 。 こ れは住居案内板を作成・

設置 して い る区民踝などや警察と防災主管課の 連携 が う
ま く図 れ て い な い た め で ある。

（6）外国人 対策

　日本悟版とは別 に印刷 した 外 国 語 版防 災マ ッ プ を作成
して い るの は 1 区の み であ る．また外国躇 を日本語防災
マ ッ プに 併麭 して い る区 は 4 区あ る 。 そ の 他の 場合 は外

国人向けの 防災冊子中や外團人向けの 広報賠に 簡易的な

防災マ ッ プ が 掲載され て い る場合が多く、 英語または 4
ヶ国語 ・6ヶ 国語を

一
緒に 併骼 した もの に なっ て い る 。

　 　 　 12
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　外国語版や外国語の 併記 して い な い 区に理 由を訊ね た

ところ 「予算が足 りない 」「パ ン フ レ ッ トで代用 して い る亅
が 大半を占めた。 また作成・更新時の言語管理や変換か

困難なた め に作成溺できない とす る区 も あっ た （図 6N

　また外国臨版を作成 してい る区 で も表紀が異なっ てい

るの が実状で ある（表 2）。

  特別区全域に よ る饒一
に対する考え

t41110

　　 　 　　 　 　　 　特別区で の統一

図 7 特別区全域で の防災マ ッ プ統
一

につ い て

プ上の企画を統一
するこ とは 可能で あ るe

　「どうで もよ い」として る区は 、 防災マ ッ プそ の もの に

関心がない 、 として い る。

　以上の こ とか ら、 現状で は各区バ ラバ ラに作成して い

る防災マ ッ プ で はあるが、しっ かりとした共同体制づ く
りを整えさえすれば統一した防災マ ッ プづ く りが行 な え

そ うで ある。 こ の こ とを踏まえて 、 以下 の 分析 ・考察を
行なう。

3．住民による防災マ ッ プの 要望

　防災マ ッ プ を活用するの は住民 で ある の で 、 住民が 希
望す る防災マ ッ プ の 情報や要望、防災マ ッ プ の 認知度に

つ い て 2地区 で アン ケ
ー

ト調査を実施した （表 3・表 4）。

表 3 葛飾区におけるア ン ケ
ート調壷概要

ア ン ケート潤査 1
・テーマ こ防災マ ッ プに関す る意識調 査
・調査実施日 ：平成 12年 11月 13日 正 午〜ク方
・調査場所 ： 東京鄒葛飾区 葛飾区文 化会館ア イ リス ホー
ル

・羽査対象者 ：本田 消防署主催

　　 　 　　 　「平成 12 年 防火の O どい 」 参加 者
・隅査方法 ；集合胴査法

・配 布数 3210 部 ‘全員配布）
・回収数 3157 郁　 ・国収率 ：74．e％
・条件 ：質問 紙に葛飾区発行

　　　　　『葛飾区避難場所及び地区割図』を添付
・全面協力 ：本田消防署 。葛飾区役所地 塚叛 興部防災課

　現 在の 23 区23様の 防災マ ッ プ の 作成状況を踏ま えて 、
全区的な防災マ ッ プ の 統一

にっ い て 訊 ね た と こ ろ、賛成
は IS区、条件付き賛成 は 5区、反対派 4 区 、 どうで も
よい （関心なし）は 1区で あっ た 〔図 7）。
　賛成 の理 由は 「統

一した規格が あれば活用 した い 亅が 最

も多く、「凡例の 分か りやすさを
一

層進めた い亅「流動性
の高い地域性の た め互換性 の高い 防災マ ップ は必 要 で あ

る 」「隣接 して い る 区とは協調を図 りたい亅と い う意見も

数区ずつ み られた。ま た条件付き で 賛成とした区 の条件
と して は 、

「東京 都などの 上部組 織が 主導 して くれ る な
らば」「各区の データ責 任が 明確 に なるならぽ亅r総踰賛成
各踰反対 に な らない シ ス テ ム が出来上が るな らぽ亅が続
く。賛成 、 条件付きで 賛成は合わ せ て 18 区に なり、統
一

に約 8割の 贄同が得られ て い る。
　反対の 理由は「独 自性 の 尊重亅‘考え方の 違い 」か ら統一

は難 しい と して い る。
「独自性 の 尊重1を理由とするとし

た 区に は防災マ ッ プに 対する確 立 した作成体制 が あ り、
行 政 と し て統

一
の 必 要 性 を感 じて い ない。ま た 「考え方

の 違 い 」を理 由と した区は、例えば
一

時集合場所
・
避難場

所 ・避難所 とい っ た東京都が指定したとこ ろ以 外 に救援
セ ン ターや第 2集合場所などを図示 して い た り、同 じ施

設を区に よっ て名称 が違っ てい るために一括した 記号な
どで 表記 す る こ とは困難 で はな い か とい う意見 で あっ た 。

　こ れらの 反対理 由を逆読みす る と 、 防災マ ッ プ に関す
る確立 した体制が 出来上 が るな ら ば、ま た 同 じ施骰 を扱
っ た場合に各区の呼び方が 尊重 され るな らば、．防災マ ツ

表4 　聟島区t：：お1ナるア ンケート國査樫婁

ア ン ケート調歪 2
・テー

マ ：防災マ ッ プ に関†る意識綱査
・調査実施 ほ ：平成 12 年 11 月 15口 正 午〜夕方
・調査場所 ：東京都豊島区 豊島区立鋤労襠祉会餌
・調査対 象者 ：池袋 消 防署主 催 「秋の 火 災予防運動

　　　　　　 平成 12年 防火のつ どい 亅参加者
・隅査方法 ：集合胴査 法

・薦已布数 ：80部　（1≧』廼酉己項肓）
・回収数 ：73部　・回収率 ；91，3％
・条件 t 質間紙配 布 場所 に

豊島区発行 『豊島区防災地図』を掲示
・全面 協力 ：池袋 消防署

　葛飾区を対象地域とした理 由は 、 地形が荒川や中川 の

河川氾濫 に よっ て形成され た 沖積層 に広 く覆われ て い る

ために特別区の中で最も地盤の悪い 地区の 1 つ に なっ て

お り、また東京都 （1997）の 被害想定 で も．倒壌 率 。 焼

失率 ・死 亡者発生率などの 各項 目で 特別 区 の これ ら平均

と比 較 して 高い。きらに住商工 の 混在した木造密集市街

地を含む川の 手地域 で ある こ とか ら葛飾区を選定した。
豊島 区を対象地 域 と した理由は 、 地形が武蔵野台地によ
っ て 形成 されて い るために特別区の 中で は比較的地盤 条

件の よい 地区の 1 っ となっ てお り、 また東京都 （1997）
の 被害想定で も、倒壊率・焼失串 ・死 亡者発 生 寧な どの

各項目で 特別区 の これら平均と比較して も低い 。 木造密
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集市街地を含む 山の 手地域 で ある こ と と 、 葛飾区 との 比

較が行なえる こ とを考慮して豊島区を運定 した。

　調査対象者 は各f防災の っ どい 」の 参加者であり、一
般

の方々 と比較したア ン ケート調査対象者 の 特徴 と して は、
防火・防災に 対する意識が高く、 ま た 高齢者が 多 い こ と

（霾）　所有 と避難所などの露知度

　各区 が防災マ ッ プ を作成 して い る こ とは回答者の 約 6
割が知 っ てお り、 約 4割が防災マ ヅ ブを所有して い る。

が予想 され る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表10 防災マ ッ プの 所宥と避難所の腮知

醐

知っ ている 知らない

合

計

　各属性として 居住地〔区内在住・区外在住）、 勤務地（在
宅 勤務・区 内 勤務・区外勤務・無職》、 地域内で の防災市民
組織 へ の 参加状況（参加 ・不 参加）、 年 齢階層〔34 歳以 下・
35−49 歳・50崎 4歳・65歳以上〕の 4 分類を加喋 した（表 5〜
9、 なお 回答者 に より無回 答 と した 項目もあっ たの で 、

必ずしも回収数と図表の 数とは一致しない。

　　　　　 表 5 各地域の男女別回答者厳

地域 葛飾区 の

所 有者

册 89艶 11 ユ隅 98100 艶

登島区の

所宥者

9073 鮎 3427 鮨 124100 鮪

合計 17780 脇 菊 20覧 222 ユo〔蹣

性圃

男性 女性

合

計

地域 葛飾区 12481 賂 2919 艶 153　 10

　防災マ ッ プ の 所有と避難所の 認 知 との 関係 には相関が

あ り、防災マ ッ プを所有して い る人 ほ ど避難所は認知さ
れ て い るこ とから防災マ ップ の 配布は認知の 手助けとな
っ てい る こ とが分 か る（表 1叺 防災 マ ッ プ の 所有 の 翻合
が 高い 属性 は 「区 内在住 ・無職 ・活動参加 ・65 歳以

上」 で あ り、逆 に低い の は 「区外在住 ・活 動不 参加 ・

豊島区 5882 駈 1318 略　　 71　 100艶

合貯 18281 夥 42　 19瓢　 224　 100箔

表 6 各地域の 届住地別 回答者数

居住地

区内　　　 区外

合

計

地域 葛飾区 1338 τ鮨　　 17　 13覧 150100 路

豊島区 3959 覧　 　27　 41帖　 　66100 瓢

合計 172 44　 2　 　 216100 懿

34歳以 下」 で あ る。　　　　　　　　　　　　
’

　以上の こ とか ら、 防災市民組織に参加 し、中高齢者で

居住地域に生活 が根ざ して い る人 ほ ど防災マ ッ プ を所有
して お り 、 地域の 防災情報をよく知 っ て い る可 能性 を示

して い る 。 そ の一方防災市民組織 に参加 して い ない 、若
くて生活圏が 区外 にまたが る人 ほ ど防災マ ッ プ をあ ま り

所有 して は い ない
。

  希望する防災マ ッ プの 内容

a ）必要 とす る範囲

　期待する防災マ ッ プの 示す範囲として は 、 臼 区 と 隣
接区が約 3 割 ・自区が約 2 割 で あ り、 続 い て 23 区全
体 ・出張所管轄域が 約 1 割ずつ を占め て い る 。 傾向を
み る と 「豊島区 ・区外在住 ・不参加 ・若齢亅 の 項 目 に

該当す る 人 は 広 い 範 囲 の 防 災 マ ヅ プ を求 め て お り 、

　「葛飾 区 ・区内在住 ・在宅勤務 ・高齢 」 の項日に 該当
す る人 は狭い 範囲の 防災マ ッ プ で よ い として い る こ と
が分か る （図 8）．

図 S 必 嬰 とす る防災マ ッ プの 範囲

　また 必 婁 と し て い る防災マ ッ プ の 詳細度 を 、 道 の 幅員
を基準に訊 ねた と こ ろ 、 約 4割 が車 1台 が通 れ る幅員以

上の 道の 記載を、約 3割 が人が通 れ る道全 て を望ん で お
り、防災 マ ッ プ と して 道路に関す る 限 りは詳細な防災マ

ッ プ を必要として い る （図 9） 。
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　　　　 図 9 希薀する防災 マ ッ プの 詳細度

b）必翼 とする内容

　防災マ ッ プに最も欲 しい 悄報を 1 つ 選択 して い た だ い

た とこ ろ、 多い 順 か ら  医療機関 、   猜報収集場所、 
公 共 機関、  備蓄倉寵 ・援助物資配分拠点、  救助用器

材殴置箇所 、 消火用器材骰置箇所、  トイ レ ・ 公衆浴場、
  災害用公 衆電語 、 境界線となっ て い る｛図 10）。

　選択の 傾向をみ る と、 「葛飾 区 。 参加 ・中齢 亅 の 項 目

に該当す る人 は 「救助 ・消火用器材庫 の設 置箇所亅 の 情
報を求め て おり、　「豊島区 ・ 無 職 ・不参加 。高齢亅 の項
目に該当する人は 「医療施設 ・備蓄倉庫 ・援助物資配 分

拠 点 の 立地箇所」 の情報を求めて い る 。 また 「女性亅 は
「トイ レ ・公 衆浴場 の 立地場所 」 の 情報を、　「区 外 勤

務亅 は r備普倉庫」の 情報を求めて い る。

人
数

図 11 希惣する記号の 形

（4） 自由回答

　自由 回答欄費もうけて防災マ ッ プ に対す る意見をい た

だい た。 記入率は約 2胱 、fi6人で あ り、葛飾 区 で は 36
人、豊島区は 20人で あっ た 。

　これ らの 意見は 概ね 「見 易くて 分 か りやす い もの （色
彩含む）を作成して 欲 しい 」 、

「地域に密着した詳細な

情報を記戟 して 欲 しい 」 、 「配布を拡大 して 欲しい 」、
r防災マ ッ プ を街中に揚示 して 欲 しい J の 4 種 類で あ e

た。 これ らの 意見を十分 に反映するこ とによっ て 、 よ り

利用 しやすい 理想の 防災マ ッ プ に近 づ く。

（5》　2 橿類の住民の 要望

ア ン ケート鶏 の 地域差以上 に、主 に 「区 内在住、在
宅勤務 ・ 無職、活動参加 、

50〜 64歳 ・65 歳以上1 に該

当す る
a
地域lt根ざした生活をして い る回答者

膊
似 下 、

地域密着型）と、 主 に 「区外在住 、 区外勤務、34歳以

下
・35内49 歳、不参加 」 に 咳 当する

”
地域を越えた生活

を して い る回答者
”

　似 下、生活広域型）とに大きく分

けられ るこ とht本研究か ら分かっ た．

　 「地域窟着型亅 の 場合 、 居住地域を中心とした 狭い 地

域を範田 とした 騨細な防災マ ヅ プを求 めて い る傾向に あ
る 。 ま た特に人 を救 出 した b火 災 の延焼を防 こ うとす る 、

r自守」を重ん じ る防災マ ッ プを望んで い る。 その
一

方
「生活広 域型亅 の 場合、他 区ま で を網 縄 し た 広 い 範囲 の

防災マ ッ プを求め て い る傾向に ある。また特に 自宅 ・会
祉間の 帰宅支援施設や避難場所などの 情報を盛 り込 んだ

「避難 ・支援亅 を重んじた防災マ ッ プを望んで い る。
　っ ま り 2 種類の タイ ブの 防災マ ッ プを住民 側 が 望ん で

い る こ とSl分か っ た。

図 10　希望する防災 マ ッ プの 内容

以 上 の こ と か ら 、 居住地域 に 根 ざ した生活 の 人 ほ ど

「自守」 の 意臨が強く救助 ・ 消火 の 情報を求 め て い る
一

方で 、 生 活 圏が 広い 人 ほ ど怪我 を した場合に必要な医療

嵬設や食料とい っ た避難や帰宅 に 必要 な施設 の 立地 の 情
報を求め て い るこ とが分か る。

（3）希望する記号 の形

　絵記号 と文字記 号が それ ぞれ約半数の 支拵を得て い て 、

簡略記号 は ぼ とんど支持され な か っ た （図 11）。こ の

こ とか ら小中学校 で使用 されて い る地形図図式の 記号の

よ うな簡略記号 は住民 に支持されな く、住民 は 文 字記 号

や絵 記号 の よ うな
一

目で分か る §己兮を望ん で い るこ とが

分か る。

4．行政と住民の意見の 対比に よる検討課題と提案
の 方向

（1）地域の 範囲

　「地域密着型Jが望む大縮尺 で よ り詳細な惰報 を記載し

た防災マ ッ プ、「生活広域型亅が望む広 い 範囲をカバ ーし

た 防災マ ッ プ と 、 行政の 現在の 防災マ ッ プ と住民が 期待

す る 地域範囲 は 異なる 。 これ らの 防災マ ッ プ を二 者択
一

す るの で はなく、 広範囲をカ バ ー
した防災マ ッ プと狭範

囲で 詳細な防災マ y プ の 作成が必要にな っ て い ると考え

るべ きで ある 。 その よ うに考える と、各 区そ れ ぞ れ hSバ
ラバ ラに作成して い る防災マ ッ プ の 現状は住民の 意に あ

わない 。
「行政界 に よらない 裡点 に よ る防 災 マ ップ づ く

りを、区の 連携に よっ て 検討する」 こ とが求められ る 。
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（2）防災マ ツ プ記号の形

　行政の 作成する防災マ “1 プの警察 ・消防などの防災マ

ッ プ記号は簡略1氾号が大半を占め 、 絵 記 号や文字 記 号は

少ない e しか し住民が蟹む防災マ ッ プ記号は文宇記号 と

絵紀号 で あり、 簡略記号はほ とんど支待され ない 。 全く

行政 と住民の 考えが 異なる。

　絵記号は
一

目で 何を衷わ してい るか分かるこ とが 特に

優れて い る。しか し毘号の 形 は著作権の 問題が絡む こ と

が多く、現存の 紀号を利用するこ とは難 しい
。 そ こ で 林

ら （1998）N
や ト部ら （1998）．，、大金 ら （1gee）Stは理

解が 容易な防災ビ ク トグ ラ ム シ ス テ ム の 構築を試 み てお
り、 これ らビ ク トグラ ム の著作権を放棄す る こ とに よっ

て 、 世界中の 誰で もが利用 で き る 国際的な ビク トグラム

にしたい として い る。 デザイ ン ・色彩に つ い て は これら
の 研 究に 委ね る こ とに する。 早期 の ピ ク トグラム シ ス テ

ム の誕 生 が待たれるところ で ある a これ は ま た、次項 の

外国人対策 と して も有効で ある。

（3｝　外国人対策

　現在 の 防災マ ッ プ は 目本語 の 説 明 だ けで なく、 外国人

対策と して 英語などに よる併記が され て い る場合が多く 、

日本aSPt分か らない 外国人は英語 を読む こ とに よ っ て何
を表 わ して い るの か を英語 で 理 解 で き る よ うに なっ て い

る 。 しか しこ こに問題がある。 日本人は日本語で 理解し、

外国人 は英語 で理 解 して い る た め に 日本人と外国人との

相互理解が 図れ ない の で ある 。 そ のた め外国人は 孤立 し

た 状況 を招 きや す くなる。

　そ こ で 「凡例 に お い て 日本語 （例 ： 学校） と 英語

（例 ：S mOOL）の 説明 の併記だ けで なく、日本膳 に 「ふ

りがな」 をロ ー
マ 字 （例 ：　GAKKO） で 嗇き加 える」 こ と

に より、外国人は英賠で 凡例の 意殊を理解し、ロ ー
マ 字

で発 音 を理 解ナる こ とが で きるように なる だろ うe

（4｝ 掲示 ・配布

　現在 の 防災マ ッ プ の 配布先は、住 民向けに は世帯主の

みが大半で あり、

一家に 1枚 の 配布 となっ て い る。しか
し実際には 、 防火 。防災の 意職が 高い 人た ちへ の ア ン ケ
ー

ト結果 で も
一

家に ユ枚とはなっ て い ない
。 また 現在の

防災マ ッ プ は 「見るマ ッ プ J で あ る た めに一
家に 1枚で

良い として い る。しか し兵庫県南部地震後は 、　「自分の

身は 自分 で 守 る亅 とい う意識を住民に持 っ て 欲 しい とい

う行政 の 取 り組 み姿勢を踏ま える と、 「自守 防 災 マ ッ

プ 亅 を住民が個 々 に所有 し、利用する 「使 うマ ッ プ亅 へ

と変革してい か なければならない。費用 の 問題 で は あ る

が 「自守防災マ ッ プ 」 の 全員配布が望ましい こ とは い う
ま で もない。

　掲示 におい て は 、　「町 中にも防災マ ッ プの 掲示 が あっ

た方が よい 」 とする自由意見が ある。 先述 した通 り街頭
消火器 の 設置ボ ッ クス の 上 面を利用 した 防 災マ ッ プ の 掲
示 や 、 住居案内板を利用 して の掲示 ts区内で もみ られ る 。

ま た 消火器の 設置ボ ッ ク ス 中に 防災 マ ッ プ を常備 して い

る区もあ る。 しか し実際に は少なく、また新たに股置す
る に は費用が か か る 。 そ こ で より よい 掲示場所と して考
えられ るの は、例えば 「郵便ポス トの

一
面を活用 して 掲

示 す る こ と亅 で あ る 。 東京都総務局統酷部統計鬪遯課
（2000）6｝に よると、平成 le年度時点で の 区 内の郵 便ポ

ス ト数は 6．377 個 で ある 。 また郵便ポス トは街中で も目
にっ きやすい場所 に あり、多 くの 人が利用す る。そ して

大 き さ的 に も適当で ある 。 現在の 設置箇所や新た な掲示
板の 設置だけで なく、防災マ ッ プ の 掲示 場所 と し て 郵便

ポ ス トを活用した い 。 この ほかにも駅樽内や事業所内の

掲示板など、 多くの 掲示箇所 は街中に存在する 。 よ り多

く防災 マ ッ プを掲示 す る
．
こ とに よっ て、災害時に備えた

い
。

5．提案する 2．種類の防災マ ッ プ

　現在 の 防災マ ッ プ で は、行政と住民の 要望 が異なる ．

そ こ で 2 種類 の 防災 マ ッ プ を提案す る。

（1）帰宅 ・広域避難防災 マ ッ プ 【纃尺 ： 1／50．OOO （N

　　1！25，00e）】

　　「帰宅 。広域避難防災マ ツ ブ 亅 は 「生活広域型丿、つ

ま り区内 ・区外へ 通勤 ・通学す る人 を蕩 本 的に ター
ゲ ッ

トと し、円滑な避難や帰宅 を行な う上で 必要 な内容 と、
帰宅時な どの外 瘍を治療する医療施股を盛り込む必要が

ある。

　   「避難」 にお い て は 、 現在、一
時集合場所 ・避難所

は 各区 の 区民 だ けを対象 と して い る場 合 が 多く、また 区

民以外にはあま りきて 欲 しくない とい う意見 が多くあっ

た。 そ こ で 「避難場所 亅 と 「幹線道 路 （避難道路を含
む》 亅 の位置だ けをその 名称とともに盛 り込む 。 これ ら
の 記載は避難場所が どの 道を通ればどの 位置に あ るの か

を しっ か り理 解 して もらい
、 災害発生時の 混乱を最小 限

に坤えるためで あ る 。 そして避難場所 に お い て は、許
容 ・

予想人量を記載す る こ とに よ o て 、どの 位の 人々 が

集まっ て い るか を示 しておき、 混乱を下げるようにす る。

繰り返 しだ が 、 多くの 区は上 記の 点に おい て、避難所 は

地域住民用の 施股 、 広域避難場所などは広域避難者を対
象に施殴を運用 したい とい う考えを持 o て い る。しか し

現時点 で は こ の ように施設利用対象者を区分 す る よ うな
明確な 指針などは存在 してい ない 。 これ らの 見解が 明 確
に なっ て か ら も う 1 度避難場所などの 記載項目を決定す
る こと が必要で ある。

　 ま た 幹線道路 にお い て は各 「交差点名 1 を 明記 し、各
交差点 で 個 々 の 現在地 の 確認が で きる よ うに して、道 を

見失 う危険性 を軽減させ るようにする 。 基本的には幹線
道路を通 っ て の 避難の ため これ だ けの 情報で 間に合 う。

　   「帰宅亅 Iteeい て は、東京都 （1999） 7｝の 計画が実

現 され るこ とと、鉄道が 被 災 して 活用 で きず 、 都心か ら
放射状ま た は環状に 張 り巡 らせ て ある幹線道蹈 を利用 し

て歩い て 帰宅する こ とを前提 に す る 。

　 まず 「幹線道蹙」 と 「軌道 （地 下鉄を含む） j とそ

の 名称 を基本項 目 と して 組み入れ、付随して幹線道 路に

お いて は 「交差点名 ・陸橋 ・ トン ネル 亅 とい っ た特徴的
な地点や施設を、 ま た軌道にお い て は f駅 ・踏切亅 とい

っ た特徴的な地点や施股 を入 れ、奥際に い る 自分の場所
と防災マ ップ上 の 位置 との 関係を明確 に させ るようにす
る。

　  次 に住民か らの 要望 で もあ る 「食料 ・飲料拠 点」

となる供給場所 と 「公 衆 トイ レ ・仮設 トイ レ 設置予定箇
所 」　「帰宅支援ス テーシ ョ ン （東 京 都が 命名｝ J 「情報

収集 ・提供拠点亅 の 設置箇所 を明示す る必要が ある。

　　「食料 ・飲料」 は帰宅す るため の 栄養補給所 で あり 、

「公 共 トイ レ ・仮設 トイ レ骰置予定箇所 」 は町 中で の 屎
尿の 散乱を防ぐこ とを 目的とす る。 現状 で は災害発 生 時
の 「公 共 トイ レ亅 の 需 要 に対 して 供給が追い つ か ない こ

とが十 分に 考え られ るが 、減少を軽減するため に は必 要
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であ る。

　　r帰宅支 援ス テ ー
シ ョ ン 」 に お い て は、東 京都

（1999）が徒歩帰宅行動時の 支援対策と して 壁備を進め

て おり、拠点として幹線道路沿 い の 「集配普通 郵便局亅
「区市町村公共施股」　「都税事務所」　「都立学校等の 旌

設」 や 」日本私立大学団体連合会 。東京私立中学高等学

校協会 ・私立初等挙校協会の 加 盟校 （推薦され た学校の

み）i な どが指定されて い く 二 とに なっ て い る。こ こで

は帰宅方向の 道路状況や鉄道の 復旧状況 、 被災状況を把

握す る た め の拠点である 必要 が ある 。 と こ ろが これ らの

整備が進 め られ て も、 現在はこれ らを一般的な帰宅困難

者が判断で きない た め 、 利用 され る かは疑わ しい
。 その

た め防 災マ ッ プ へ の 記載が必要である。

　　「情報 収 集 ・提 供 拠 点 」 に お い て は 、 東 京 都

（1999）は都内ターミナ ル 駅周辺 の 大型 ビ ジョ ン
、 電光

掲示板による災害情報の 提供を進めて い くとして い る。

こ れ らは重要な情報収集拠点で あ るた め、これ らの 防災
マ ッ プ へ の 記載が必要で ある。 この ほ か に警視庁が幹線

道路沿線 の 「交番j に 股置 して い る、または壁備して い

く 「ハ イ テ ク 交番亅 を情報供給拠点として 整備し、 「帰．．
宅防災マ ッ プ」 に肥載することも必要と考える 。　「ハ イ
テ ク 交番」 は警視庁か ら一括した 搆報を、ま た は警察署
か ら地域に 密着した情報を提供で きる。 今後拠点として

整備される こ とが必要で ある。

　　「医療施設亅 にお い て は、帰宅時の 外傷を治療する

ために 必要とな るので盛り込む必要が ある。 また 「帰宅

支援ス テーシ ョ ン 」 は 未だ そ の シ ス テ ム の 全貌 が 不明で

ある 。 しか し 「帰宅支援ス テーシ ョ ン 」 で の 医療 ・救護

体制の シ ス テ ム が確立 されれぱ記載 とな ろう。

　  「災害用公衆電話」 に お い て は携帯電諾が 普及 し

たとは い え、 大きな需要が見込まれる 、 必要な防災マ ッ

プ情報と考えられ る 。 なぜ な らば携帯電話は大量使用 に

よ り編輟 し、 使用で きなくな る可能性が 高い か らで ある e

家族が 離れ 離れ に なっ て しまうと確認をす るた め に 「災

害用伝言ダイ ヤル （17t）」 に電話を した くな る 。 携帯

鯔 の 普及 に よ っ て公衆電鼇の設 置数を 娜 東 目本 が削

減 して い るもの の 「公衆電賭」 は輻轢や混乱時に使用で

きる可能性 が高 い 。

「帰 宅 ・広域避難防災マ ッ プ」 に は以 上 の ような 「避難

場所 」　 「幹線道路亅 と これ に付随する情報、　 「食料 ・飲
料拠点 亅　「公 衆 トイ レ ・仮設 トイ レ般置予定箇所 亅　「帰

宅支援 ス テ
ー

シ n ン 」 「情報収集 ・
提供拠点」 「ハ イ テ

ク交番 亅　 「医療施設」 とい っ た情報が 必要 であると区役

所での 聞き取 りや住民ア ン ケート、東京都の対 策か ら判

断した e また 1！50，000で は この情報量が適当で ある。
　以上 の 情報 の ぽか ICも必要な情報が あるだろ うが、そ

れは実際 の作成段階で住民の 参加 によっ て 具体的 に検討

される べ きで ある。

（2）自守防災 マ ッ プ 【縮尺 ：1！5，000 （〜1／2，500）】
　　「自守防災マ ッ プ亅 は 「地 域密 着型亅、つ ま り居住地

城内で 生 活 をす る人を基本的に ター…ゲッ トと し、　「活 動
拠点 6壁難所） 。避難場所関係 」　「備蓄倉庫」 とともに

円滑な 「救出j　「消火亅 を行な うための 情報と、 災害数
口後の 生 活を踏ま えた内容を盛り込む必要 が ある。

　   「活動拠 点」 にお い て は、基本的に は学校 力S避 難

所 とな っ て い るこ とから 「小学校 ・
中学校亅の 明紀は必

要で ある。　「避難場所関係」 に お い て は、　 「一時集 合 場

所」 「避難場所」 があるが、これ らは現在の基本的な避

難方法が、一
時集合場所 に集まっ て か ら集 団で 避難場所

に避難するこ とになっ て い るの で、その ことも記載す る

必 要が ある。

　   「備蓄倉庫亅 の 表記 は必要で ある。分配 の 方法 に

つ い て は本論文 で は触れない が 、 どれだけの 食料示備蓄
倉庫内に 入っ て い るの か 、 誰が管理 して い る の か も朋紀
す る必要がある。

　   r救出」 にお い て は 、
「救出用器材設置箇所亅 を

記載し、

一
緒 に罌材庫 に 保管して あ る器材の

一
覧を記載

する。 何が器材庫 に入 っ て い るか を明確にす る こ とで 災
害発 生時 に どの 道具が 活用 で きるか を伝えることがで き

るa この こ とが住民へ の 具体的な 「自守 亅 の思 想 の 反映

に繋がる と考えられ る 。 これ らの道具類は 日常 にお い て

盗難や犯罪 に使用され る危険性 は考えられ るが 、 実際 に

は現在道具類を防災マ ッ プ に館蔵して い る区 で 盗難に あ
っ た とい う話は ない

。

　   「消火亅 に おい て は 、 1！5，
　oeoの 縮尺の 防災マ ッ プ

とい うこ と を活用 し、住民の 意 見 を踏ま えた十分で 讎細

な消火用 具 を記載す る必 要が あ る。そ こ で役 所 が設置 し

て い る、 消火用器材 で あ る 「消火器 亅 や 「消火用 ポ ン

プ」 を肥 載す る 。 これ らは 災害発生時の 混乱期に迅速に

利用する必要がある道具配置を穂認する た めの よ り ど こ

ろ になるだ けで なく、日幇的に防災マ ッ プ上 で 目にす る

こ とに よ り 、 よ り一
層の 消火に対 す る意織、 「自守 j の

意識の 普及を図 る こ とも可能となろう。 また 「井戸 」や
「池」 、「公衆水道 亅とい っ た水の ある場所 とともに 、

rホー
ス 亅 や 「バ ケツ」 とい っ た水を運 ぶ た めの 道具も

記載する。 理 由 は 「消火器 」 などと同じで ある 。

　 以 上 の 「救 出 」 と 「消火 亅 の 視点 は、とに か く日常

的 に 「自守」の 意識を普及 させ る こ とと、災害時の 混乱

防止 と迅 速な 自守 活動 の 達成を目的とす る視点で ある ．

　　「公衆 トイ レ ・仮設 トイ レ 設置予 定箇所 J や 「公 衆

浴場」 の 要望は少ない が、神戸で は これ らの衛 生 に関す

る情報は 重要で あっ た 。 こ れ らは、地域の 実状 に合わせ

て紀載され るべ きで あろ う。

　　「自守防災マ ッ プ 」 に は以上 の よ うな 「活 動拠 点

（避難所〕 ・避難場所関係j　「備蓄倉庫」　 「敦 出用罌材

設 置箇所 」 「消 火用 器 材設 置箇所 」　「公 衆 トイ レ ・仮設

トイ レ股置予定箇所」 とい っ た情報が必要で ある と、区

役所 で の 闇き取 りh 住民 ア ン ケート、 及び東京都の 対策
か ら醤断 した 。 また 「公衆浴場亅 につ い て は地域で の 十

分な話 し合 い が必要で ある。
　 以 上の 情報 を 1！5，000 の 防災マ ッ プに 記載す る こ と

は可能で あるが 、 十分な精度をもっ て対処す る必 要が あ

る 。 そ し て 「帰宅 ・広 域避難防災マ ヅプ 亅 同様 に、こ れ

らの 情報 の ほかに も必要な情報があるか も しれ ない が、
それは実際 の 作成段階で 利用者 で ある地域住民 の参加 を

もとに検肘すべ き で ある 。

　 なお、
「避難所 」 な ど は固定した 場所で あるから情

報として は変更され る可能性は低 い
。 しか し 「ホース 」

や 「バ ケ ツ」 は流動的物資で あるこ とから、物資の 移動

や増減が 考えられ る 。 現 在の よ うな 数年 に 1 回の べ 一ス

で 防災マ ップ が 発行 され て い る状況が統 くの で あれ ば 流

動的物資を対応 し きれ ない
。 これ らを管理 す る には GIS

渉有用 で あ b、防災 マ ッ プ と GIS と連携させ て情報提供

に 当たるの が適当で ある。

6．防災 マ ッ プの 作成にかかる体制の整備と
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（1）東京都と特別 区 との遮携

　提唱す る 「帰宅 ・広域避難防災マ ッ プj と 「自守防

災マ ッ プ亅 の 作成はく 今まで の 区境に影響されず に東京

特別区全体を分割して 行なうと ころ が ポイン トで あり、

その ためには各区が 区内の 情報を樽ち寄 っ て 作成する場、
「防災マ ッ プ検罰協畿会 ｛仮称）」 が必要で ある 。 そ こ

で 2種類の 持ち寄る場を提案するe

　1 つ は、特別区には 「23 区災害対策検討委員会」 が あ

り、各区の防災主管課 が集まっ て連携した防災対策を検

討して い る機開で あ る e こ の 委員会を活 用 して 「 （仮

称）防災マ ッ プ検討協議会亅 を設置し、各区の 情報を持

ち寄る方法で ある。 もう 1 つ は 、 東京都総務局災害対策

室が中心 となっ て、　 「 （仮称）防災マ ッ プ検討協議会 1

を設置し、各区の 情報を持ち寄る方法で ある。 まずはこ

の 機関の 設置が 必要 とな る 。 こ の 機関を通 して 東京都 と

区 が防災マ ッ プに対す る意見交換や情報交換を行なえる

ようにする。

　先述 した が 、 聞 き 取 り調 査か ら「東京都 な どの 上部組

織が主導して くれるならば」とい う区役所の意見が多い 。

区役所が 主体的に各区 を取りま とめ る よ うな 行動を取れ

ない 、取 りた くない と い うこ とで あ る。い か に 「 （仮

称）防災マ ッ プ 検討協議会」が 各防災主管課を先導 しで

い くこ とがで きるかが実現性を高め る重要な鍵 となる 。

　また東京都や各区の 防災主管課が 主なメ ン バ ーとな る

が、そ の 他 に も 防災 ・ 交 通 学に精通した 研究者やマ ッ プ

作成に精通 した人物が検討メ ン バ ーに は 必 要 となる 。 な

ぜ ならば、東京都お よび 各 区 の 防災 主 管課 の 職員 は必 ず

しもマ ッ プづ く りに精通 して い ない 。 こ の こ とは業者 が

介在 しない 防災マ ッ プ には方位や縮尺 が詛入 され て い な

い こ とや、明らか に防災マ ッ プの縮尺が異なる複数の 防
災マ ッ プを作成 して い る にもかか わ らず、縮尺が 同 じ防

災マ ッ プ を行政が作成 して い る事実 が ある か らで ある．

（2）帰宅
・広域蠱難防災マ ッ プと自守防災マ ッ プの 修成

機閲 ・発行

　 「帰宅 ・ 広 城避難防災マ ッ プ亅 は、東 京都 が提唱す る

「帰宅困難者心得10 ヶ条」 第3 条 「つ くっ て おこ う帰

宅地 図 」 に対応す る もの で あり、帰宅困難者対策は東京

都 が 中心 に なっ て行な っ て い る こ ともあるの で 、 「帰宅

防 災 マ y ブ亅 は東京都が 中心 に なっ て 作成する の が妥当

と考える。 さらに広域避難 につ い て も、東京都が避難場

所 ・ 避難道路 、 避難場所 の 地区割 りを指 定 して い るの で

二東京都 が妥当 と考える。
　 「自守防災マ Ptプ 」 は、各区が 作成 して い る防災 マ ヅ

ブの 代替 となる もの で あ b、区役所 は地域内の 情勢に精

通 して い る こ と もあ るの で 、
「自守防災マ ップ 」 は各区

役 所 が 共通 し た記号や情報に関 して 運携組織を中心に作

成するの が妥 当 と考える。 さらに 地域に個別 に必要な情

報 は 、
シ ール 化 して そ れ ぞれ が 貼る こ とが で き る よ うに

して おく。

　ま た発行に お い て は、 喰 守防災マ ップ 」 と 「帰宅 ・

広域避難防災マ ッ プ」 は両面印剛を して 配布す る と便利

で ある 。 そ こ で 、東京都 が 「帰宅
・広 域避難 防災 マ ッ

プ」 を片面 に 印刷 し、該当する区が もう片面 に 「自守防

災マ ッ プ 」 を印刷する手法が よい
。 この よ うに す るこ と

で 、費用 の 軽減 を図 る こ とがで きる の で 、配布数の 拡大

に 繋が るこ とに なる。

7．まとめ

本研究の 成果 と して 、  東京特別 区の 各区役所が発行

して い る防災マ ッ プ の 現状を明らか にす る こ とがで きた。
ま た  活用する側で ある住民の

、 防災マ ッ プ に 望む情報

などを住民の 属性など か ら明らか にする こ とが で きた 。

その 結果、  各区役所 で 発行 して い る 防災 マ ヅ プの 持っ

情報や示 す範囲 な どと 、 住民溺 希望す る 防災マ ッ プ の 情

報や示 す範囲などとに、はっ きbとした 違い が あ るこ と

が分か e た 。 そ こ で   行政が 取 り組 む こ とが で き る範囲

で 、か つ 住民の希望に合致する 防災マ ッ プの モ デル とし

て h 居住地域 で 活用が で きる欝細な情報 を盛 り込んだ

「自守防災マ ッ プ 亅 と、帰宅困難者や広域避難に 活用が

で きる 「帰宅 ・広域防災マ ッ プ」 の 2 種類の モ デル を提

案した 。 この 2 種 類の 防災マ ッ プ を大都市囲 と して 統
一

された防災マ ッ プ形式 に よ っ て 作成する た め の体制 づ く

りが各区及び 都あるい は 各市 と府県が連携して構築され

る必 要 が ある。
　その

一方、 課題 と して は  本研究結果か ら導き出され

て い る 防災マ ッ プ は住民の 意見に も基づ い て い る が、 行

政か らの 意見を取れ 入 れ た提案に な o て い る。こ れらの

新しい 防災マ ッ プ につ い て 活用者 で ある住民に 意向調査

などを実施 して い ない た め で ある e 今後提案した防災マ

ッ プの 検証を行な う必 要 が ある 。 また  こ こ で 提示 した

防災マ ッ プの モ デル は健常者を主に 対象と して い るが 、
今後は各障害者を踏まえた防災マ ップ が 開発 され る こ と

が 必要 で あ る（3｝
。

補注
（1）本 研 究 で 臥 地域内で の 災害対応濫動や広域避難活動に役

立つ 、衡中の 施設情報などを記載した地図を
＃
防災マ ッ プ

”

と定

義 し、本研究で取 り扱う。 火 災や建物到壌の 危険性 など、地域の

危険性 を記載 した
凹
被審想 定図

”
や、活断層や 河川 氾濫予測図な

どの
“
ハ ザードマ ッ プ は 本研究躁題 として は い ない。

（2》　「自守」 とい う首葉 は造語 で ある。岩波 国曙辞典第六 版普

通版
attt

よ ると、　「自主亅，は 「他人の保謹や干 渉 をうけずに独立

して 行 なうこ と亅 の 意味で あ り、　 「自駒」 は 自分で 自分の 身を

助ける こ と亅 の 意味で あるこ とか ら、自分の 身の みを守る とい う

意味合い が強 くでて い る．そ こ で 「自分た ちの 命や 自分た ち の居

住する鰐を自分た ちの カで 守 る」の 意味を込 め て新たに単語 を作

成 した 。

（3｝聴 覚障害者＾ の 音声ガ イ ドが、北 九州 市 で作成 され て い る

が．その 飽の鱸 者のた め の防災V ッ ブの 作成 が課題である。
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研究対象防災マ ップ

足立区（1998）「犬地霞時の 避 難所案内図 」『地 震 から命と暮 らしを守

る 足立区地 域防災総合計画』p．24− 25．

鵡川区（1997）r荒川 区防災地図』

板楢区 （199fi）『板 橋 区防災マ ツプ』
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江戸川区 （2000）「江 戸 川 区防災マ ップ」『くらしの 便利帳 平成 12。i3
年度版』pA5 −47．
大田区 （1997）『大 田区防災絶図亅

葛飾区 （1992）『葛飾区避驩場所及 び地区割図』

北区 （1998）『北区防災地図』

紅東区 （：99fi）『大地震に備える防災マ ップ EarthqUEIce　Emergonry
鵬 P』

品 川区（1998）「品川区防災地図 各地区協議会｛出張所）別 』
渋谷 区 （2000｝『渋谷区防災地図』
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杉並区 （1997）『杉並 区防災地 図』

墨 田区 （199S）『墨田 区防災地図』

世 国谷 区（1999）『晶 山地域防災マ ップ』他 4地 騎

白棄区α999巳〕『台東区防災地剛

中央 区 〔1992》『中央区防災マ ップ』

千代 田 区 （200％ ｝『千代 田 区 防 災 地 図 Chiyoda　crty　DiSestOt−
Prepa：edness ・Map 』

鐃島区 （2000）『豊 島区防災地 図』

中野区新井地域セ ンターく1998）r保存版新井地域防災マ ップ」『あら

い 地域ニ ュ
ース』、第 214 号、他 14地 域

練罵区（1999）『練馬 区防災地図』

文 竄区 （iggS）『文京 区防災地 図 Bunl“，a αty　Disaster　Prevention
Map』
港区 taOOO）「港区広域避難場所・避難所地図」『チャ

ー
トで わか る防

災の てびき地震・火 災か ら身を守る』p。12− 13．
目黒区 〔200の 「臼黒区 防災地図亅『傑 存版 わが 家の 地震防災手帳ヨ

P9
− iO．
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